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　はじめに

マトウダイ科カガミダイ属 Zenopsisは全世界

から少なくとも 5有効種が認められており，日本

近 海 か ら は カ ガ ミ ダ イ Zenopsis nebulosa 

(Temminck and Schlegel, 1845)とイトヒキカガミ

ダイ Zenopsis filamentosa Kai and Tashiro, 2019の 2

種が知られている（Kai and Tashiro, 2019）．この

うち，カガミダイは Kai and Tashiro (2019)により

再記載され，日本から南シナ海，天皇海山，カリ

フォルニア沿岸およびニュージーランドにかけて

の環太平洋広域に分布することが知られている

（Kai and Tashiro, 2019）．

2019年 1月 24日にトカラ列島平島沖において

カガミダイ 1個体が釣獲された．平島産の標本は

琉球列島近海における本種の確かな記録となるた

め，ここに報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測は Heemstra (1980)，Tyler et 

al. (2003)，およびKai and Tashiro (2019)にしたがっ

た．計測はノギスを用いて 0.1 mm単位まで行っ

た．標準体長は体長または SLと表記した．各部

位の名称は岸本ほか（2015）と中坊（2018）にし

たがった．カガミダイの色彩の記載は固定前に撮

影された写真（Fig. 1）に基づく．標本の作製，

登録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準

拠した．本報告に用いた標本は鹿児島大学総合研

究博物館（KAUM）に保管されており，上記の

写真は同館のデータベースに登録されている．

　結果と考察

Zenopsis nebulosa (Temminck and Schlegel, 1845)

カガミダイ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 127870，353.5 mm SL，トカラ

列島平島沖，水深 330 m，釣り，2019年 1月 24日，

白坂健人．

記載　背鰭 9棘 27軟条；臀鰭 3棘 26軟条；

胸鰭 12軟条；腹鰭 1棘 5軟条；背鰭棘基底部骨

質棘状板数 6；背鰭軟条基底部骨質棘状板数 7；

背縁部骨質棘状板総数 13；腹鰭前部骨質棘状板

数 4；腹鰭臀鰭始部骨質棘状板数 8；臀鰭基底部

骨質棘状板数 8；腹縁部総骨質棘状板数 20；第 1

鰓弓上枝鰓耙数 3；下枝鰓耙数 8；総鰓耙数 11．

体各部測定値の体長に対する割合（%）は以下

のとおり：頭長 38.3；吻長 17.3；眼窩径 9.8；両

眼間隔 6.9；後眼窩骨長 13.2；最大体高 57.3；尾

柄長 8.7；尾柄高 5.0；上顎長 18.8；下顎骨長

25.1；背鰭前長 37.0；肛門前長 68.8；腹鰭前長

39.7；胸鰭長 15.8；腹鰭長 28.1；尾鰭長 21.9；背

鰭基底長 60.4；臀鰭基底長 43.5；背鰭第 4棘長

23.7；臀鰭第 1棘長 7.5；臀鰭第 2棘長 6.6；臀鰭

第 3棘長 4.5．

体は前後方向に長いひし形で，強く側扁する．

体背縁は吻端から背鰭起部にかけて窪み，背鰭棘

基底部が体軸に対しほぼ平行で，背鰭棘基底部か
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ら尾柄部かけて下降する．体腹縁は下顎先端から

胸鰭始部にかけて急激に下降し，胸鰭基底部から

背鰭第 3棘直下まで弧を描くように下降し，そこ

から肛門前までゆるやかに上昇する．肛門から臀

鰭最終軟条基部までの体腹縁は強く上昇する．口

は大きく，前上方に突出する．上顎の先端に 8本

の円錐歯があり，後半部には 2–3列の小円錐歯列

がある．下顎には 2列の小円錐歯列がある．鋤骨

に微小な歯をもつ．口蓋骨に歯はない．舌は厚く

伸長し，先端はとがる．眼窩は丸みを帯び，眼と

瞳孔はいずれも正円形．鼻孔は 2対で前鼻孔と後

鼻孔は互いに近接し，眼の前方に位置する．両鼻

孔ともに背腹方向に長い裂孔状を呈し，皮弁はな

い．腹鰭は伸長し，腹鰭棘基部は眼窩前縁の垂直

下に位置する．たたんだ腹鰭の最長軟条の後端は

背鰭第 3棘起部の垂直下に位置する．体に鱗をも

たず，背鰭基底部および躯幹部腹縁に骨質棘状板

がある．背鰭第 1棘から第 5棘は著しく伸長し，

第 2棘が最長．たたんだ第 2棘の先端は背鰭第 2

軟条基部に達する．背鰭第 1棘から第 5棘までの

鰭膜は著しく伸長し，第 2–3棘間の鰭膜が最長．

たたんだ第 2棘の鰭膜の先端は背鰭第 11軟条基

部に達する．尾柄部は体軸に対し平行．背鰭軟条

部後縁は緩やかな凸形を呈する．臀鰭起部は背鰭

第 8棘基部の直下に位置する．臀鰭基底後端は背

鰭最後軟条基部の直下に位置する．尾鰭は截形を

Fig. 1. Fresh specimen of Zenopsis nebulosa from Taira-jima island, Tokara Islands, Ryukyu Islands, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 
127870, 353.3 mm SL).



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 46

205

呈し，後縁中央部は後方にわずかに膨出する．側

線は完全で鰓蓋上部から始まり，背鰭第 6棘基部

直下までは体軸に対してほぼ平行で，背鰭棘部下

方から背鰭第 7軟条基部下方までは著しく下降

し，その後は体の正中軸に沿って尾柄部まで伸び

る．

生鮮時の色彩　体は一様に銀白色を呈するが，

体側背縁，眼窩縁辺，および臀鰭基底部は黒く縁

どられる．体側中央に不明瞭な黒斑がある．背鰭

各棘は灰白色．背鰭各棘間の鰭膜は黒みがかった

灰色を呈し，基底部付近は灰白色．背鰭軟条は灰

色を呈し，軟条間の鰭膜は白色半透明．胸鰭は半

透明の黒色で，基部は黒色を呈する．腹鰭は茶色

がかった灰色．臀鰭各棘は白色，軟条は黒みがかっ

た灰色を呈し，鰭膜は白色半透明．尾鰭は茶色が

かった灰色．

分布　日本から南シナ海，天皇海山，カリフォ

ルニア沿岸およびニュージーランドにかけての環

太平洋広域に分布する（Kai and Tashiro, 2019）．

日本国内においては北海道室蘭沖から高知県土佐

湾にかけての太平洋沿岸，若狭湾から長崎県沖に

かけての日本海，東シナ海沿岸，東シナ海，豆南

諸島，および九州パラオ海嶺から記録されていた

（Kai and Tashiro, 2019）．本種は琉球列島からの記

録があるものの，それらの記録の根拠となる標本

や写真が残されておらず，琉球列島における過去

の記録がカガミダイとイトヒキカガミダイのどち

らであるのか判断できない（詳細は備考を参照）．

したがって，本研究によりトカラ列島平島から得

られた標本は，カガミダイの琉球列島近海におけ

る初めての確かな記録となる．

備考　平島産の標本は臀鰭棘数が 3，体側が強

く側扁する，背鰭基底部，臀鰭基底部，および腹

縁部に骨質棘状板をもつ，骨質棘状板を除いて鱗

をもたない，体色が銀白色，および体側中央の黒

斑が不明瞭であることなどが Tyler et al. (2003)や

Nakabo et al. (2006)によって定義されたカガミダ

イ属 Zenopsisの特徴と一致した．さらに，背鰭

が 9棘 27軟条，臀鰭軟条数が 26，腹鰭基部から

臀鰭始部までの骨質棘状板数が 8，臀鰭基底部の

骨質棘状板数が 8，およびたたんだ背鰭棘状部の

鰭膜が尾鰭後縁を越えないことなどが Kai and 

Tashiro (2019)が示した Zenopsis nebulosaの標徴

とよく一致したため，本種と同定された．また，

本種によく似るイトヒキカガミダイ Z. filamentosa

は，たたんだ背鰭棘状部の鰭膜が尾鰭後端を越

えることや臀鰭第 2棘と第 3棘の間の基底部に骨

質棘状板がないことからカガミダイと容易に識別

される（Kai and Tashiro, 2019）．

Kai and Tashiro (2019) は吉野ほか（1975）と

Shinohara et al. (2005)が琉球列島から記録した Z. 

nebulosaについて同定に必要な形態的特徴が記載

されていないことから，Z. nebulosaの分布域に琉

球列島を含めなかった．吉野ほか（1975）はトカ

ラ列島から与那国島にかけての琉球列島およびそ

の近海から本種を記録しているものの，詳細な産

地や根拠となる標本や写真は示されていない．吉

野ほか（1975）にはアンコウ Lophiomus setigerus 

(Vahl, 1797) やオニソコホウボウ Pterygotrigla 

multiocellata (Matsubara, 1937)などの東シナ海大

陸棚縁辺に多く生息し，琉球列島近海から記録さ

れていない種が多く含まれていることから（山田

ほか，2007），彼らのカガミダイの記録は琉球列

島近海ではなく東シナ海大陸棚縁辺海域から得

られた標本に基づくものと考えられる．一方，

Shinohara et al. (2005)におけるカガミダイの琉球

列島からの記録は山田（1986）を引用したもので

あり，山田（1986）は東シナ海大陸棚縁辺海域，

大隅諸島北部，および沖縄島の南方海域から本種

を記録している．しかし，これらの記録も根拠と

なる標本や写真が記されていない．このように，

確実にカガミダイと同定される個体が琉球列島か

ら得られておらず，トカラ列島平島沖から得られ

た 1標本は，本種の琉球列島近海からの確かな記

録となる．

本種は採集地近隣の東シナ海大陸棚縁辺に多

く生息していること（岡村・北島，1984；山田ほ

か，2007; Kai and Tashiro, 2019）に加え，琉球列

島近海からの採集記録が著しく少ないことから，

平島から得られた個体は東シナ海大陸棚縁辺海域

から偶来したものであると考えられる．
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